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Well-being向上

に向けた取組み 

 

・多様性への理解のため研修会等を通して、個性を尊重しあう職場環境の整

備に取り組んでいる。 

・家庭と仕事との両立及び健康管理を支援する環境づくりを行い、ワークライフ

バランスを推進している。 

・ICT の活用により大学内での対面業務だけでなく、Web を活用した会議や

授業を実施し、多様な働き方の促進をしている。 

・ハラスメント防止等のガイドラインを定め、教職員に周知し、ハラスメント防止

等対策委員会、相談員などの設置により、ハラスメント防止等の教育・相談体

制が整備されている。 

・ハラスメント防止等の研修会を開催し、教職員の人権が尊重される環境づく

りに取り組んでいる。 

・出退勤時間管理によって長時間労働にならないよう働きかけており、健康診

断、ストレスチェックを実施している。 

・教職員のキャリア開発を支援するために、研修の受講奨励や研究機関への

派遣など、職員の適切な能力開発、教育の機会を提供している。 

アンケート実施 ○ 
アンケートの 
社内共有 ○ 
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【ダイバーシティ経営の促進】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者、性的マイノリティ
等）が、十分に活躍できる環境が整備されている。

○ ○

・身体的、精神的な問題を抱える学生への個別的配慮の取り組み
と学修環境の整備を行っている。
・多様性への理解を深めるための授業や研修会等を通して、個性
を尊重しあう看護職の育成と、職場環境の整備に取り組んでい
る。

○ ○ ○

【多様な働き方の促進】
・テレワーク制度の実施やフレックスタイム制、時差出勤制度を導
入し柔軟な勤務形態をとっている。
・ワークライフバランスを推進している。

○ ○

・家庭と仕事との両立、及び健康管理を支援する環境づくりを
行っており、ワークライフバランスを推進している。
・ICTの活用により、大学内での対面業務だけでなく、Webを活
用した会議や授業を実施している。 〇 ○ ○

【人権の尊重】
・ハラスメントの防止など人権が尊重された職場づくりのため、
ルールが定められ、教育・相談体制が整備されている。

○ ○

・ハラスメント防止等のガイドラインを定め、学生及び教職員に周
知し、ハラスメント防止等対策委員会、相談員などの設置によ
り、ハラスメント防止等の教育・相談体制が整備されている。
・ハラスメント防止等の研修会を開催し、学生及び教職員の人権
が尊重される環境づくりに取り組んでいる。

○ ○ ○ ○

【従業員の心と体の健康への配慮】
・長時間労働の是正に取り組んでいる。
・従業員のメンタルヘルスを良い環境で維持できるように対策に
取り組んでいる。
・従業員への健康投資による生産性の向上等に取り組んでいる。

○ ○

・出退勤時間管理によって長時間労働にならないように働きか
けており、健康診断、ストレスチェックを実施している。
・学生のチューター制度を整備し、チューター教員による面談を
定期的に実施し、必要に応じて学生相談室や専門医等の受診を
促し、学生の健康に関するサポート支援を実施している。
・COVID-19感染防止対策について、学生の自治組織である学
友会が全館放送を毎日行い、学生間での注意喚起を行ってい
る。

○ 〇 ○

【人材育成】
・従業員に適切な能力開発、教育訓練の機会を提供している。
・職場体験やインターンシップの受入れ等、職業の学びの場を提供
している。

○ ○

・教職員のキャリア開発を支援するために、研修の受講奨励や研
究機関への派遣など、職員の適切な能力開発、教育の機会を提
供している。
・地域住民のwell-beingを支援するために、地域の看護職者へ
の現任教育への協力と支援を実施している。
・高校生のキャリア開発を支援するために、高大連携協定校との
連携教育プログラムを実施をしている。
・看護職者となる人材及び看護教育者・看護管理者となるすべて
の人のwell-beingを目指した人材の育成を実施している。

○ 〇 ○ ○

【廃棄物・有害化学物質の管理、３Rの推進】
・廃棄物・有害化学物質の管理を適切に行い、また削減に　努めて
いる。
・リデュース、リユース、リサイクルの推進を行っている。

○ ○ ○

・SDGsの実現に向けて、学生・教職員に対して積極的なリユー
スの促進、及び開発途上国へのワクチン提供を推進している。
・有害物質・薬物・感染に関する管理及び廃棄物処理等に関する
教育を実施している。 ○ ○ ○ ○ ○

【温室効果ガスの排出削減】
・省エネルギーや再生可能エネルギーの利活用など、　温室効果ガ
スの排出削減に取り組んでいる。

○ 〇

・節電への取り組みとしてクール／ウォームビズによる冷暖房の
使用抑制など、温室効果ガスの排出削減の実施している。

○ ○ ○

【生物多様性、天然資源への配慮】
・自社活動が生物多様性や生態系にどのような影響を与えるか確
認して、持続可能な活動となるよう取り組んでいる。
・天然資源の持続的利用に配慮した調達を行っている。

○ 〇

・教育教材においては、再生紙素材、リサイクル商品など、天然資
源の持続的利用に配慮した調達を行っている。
・限りある天然資源に配慮し、ペーパーレス会議を推進している。

○ ○ ○ ○ ○

【水資源の有効活用】
・自社の水の利用状況を適切に管理し、水の有効利用や節水に努
めている。

○

・節水の呼びかけや節水型機器の設置、及び上水と井水の混合
水を活用し、水の有効利用と節水に取り組んでいる。
・水資源の必要性と重要性の教育の実施している。 ○

【製品・サービスの安全性】
・自社の製品・サービスの安全性や品質を確保するための仕組み
を構築している。

○ ○

・提供する教育の質を確保するため、学生のニーズ調査を実施
し、その結果をもとに、教育環境の改善に務めている。
・大学及び臨地実習施設の関係者の安全を保証するために、ガイ
ドラインを整備し、学内委員会及び実習施設との協議を定期的に
行う仕組みを構築している。

○ ○

【社会課題解決】
・社会課題の解決を意識した事業運営に取り組んでいる。
・地域、大学、NPO、行政など多様な主体とのパートナーシップに
より、社会課題を解決する製品・サービスの開発・展開に取り組ん
でいる。

○ ○ ○

・社会に開かれた大学として公開講座等の生涯教育事業、医療施
設・職能団体などへの教育支援、学生によるボランティア活動、
教育研究成果の継続的な発信などを通して地域社会への貢献活
動を実施している。
・人々のwell-beingの実現に向けた、企業、患者会、一般社団
法人との共同研究と事業を推進している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理している。

○

・個人情報などの保護に関するガイドラインを策定し、授業や研
修会を通して、情報管理のルールを周知徹底している。
・大学内の情報システムにおいて情報漏洩防止に対するセキュリ
ティ対策を実施している。

○

【法令遵守】
・法令遵守の考え方が社内に浸透し、法令を確実に遵守する
　体制・仕組みが整備されている。

○

・個人情報の保護、医療安全等の法令遵守が確実に行われるよ
う、ガイドライン等の整備、法令遵守の重要性を教職員、学生へ
周知徹底している。
・道路交通法を遵守する目的で、交通安全に関する研修会の実施
と教職員に対してアルコールチェックを周知徹底している。
・社会の法令を踏まえ、本学及び本学が所属する福岡学園におい
て、就業規則・学則・大学運営上必要な規則や細則、及び運営体
制等を制定し、周知徹底している。
・大学教育として保健師助産師看護師法等、看護職者に必要な法
令に関する教育を実施している。

○

【内部管理体制】
・経営理念及び経営目標の社内への共有が行われている。

○

・大学理念及び目標について教職員に周知徹底し、PDCAサイク
ルによって教育活動等の大学運営を行っている。
・学生の自治組織である学友会を設立し、学生が主体的に目標を
立てて運営できるように教育体制を整えている。

○ ○ ○

【事業継続、事業承継】
・事故や災害などの発生のおける事業継続計画を立案している。
・事業承継に関する検討・対策を行っている。

○ ○ ○

・緊急連絡網を作成し、緊急時の連絡体制を整備している。
・危機管理体制を明文化し、自然災害等の事象については、災害
訓練の実施など具体的なリスクマネジメント及び危機管理を実
施している。 ○ ○ ○ ○

具体的な取組
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